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平成２９年度　第１回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成2９年７月１０日（月）18:30～20:10
場　所
：大阪府公館
出席者　：委員）阿部委員・綾委員・大石委員・柴田委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・馬場委員・弘本委員　計９名
専門委員）小山委員・松井委員　計２名

まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 会長の選任等について
・委員の互選により大石委員が会長に選任された。また、大石会長は会長代理に綾委員を指名した。

・治水専門部会の委員として、大石会長は綾委員、大石委員、多田委員、馬場委員を指名し、同部会長に綾委員を指名した。

(2) 安威川ダム建設事業の事業評価について
○事業費が1,314億円から1,536億円に増額となっているが、Ｂ／Ｃ算定にあたっての建設コストは1,259億円から1,777億円となっており、関係性が良く分からない。
●治水経済調査マニュアルに基づき、現在価値化していることによる違いである。前回評価時点と比べて、評価基準年がＨ２２年度⇒Ｈ２９年度に変わっており、過去の投資額が現在価値化により大きくなることが影響している。
○地質条件に対応するものや、自然環境保全対策の具体的な手法確定による増額について、前回評価時点では見込めなかったものか。
●前回評価時においても地質条件や自然環境保全対策に要する費用は一定量見込んでいるが、前回評価時に見込めなかったものについて今回増額を行っている。具体的には、地質条件については、実際に現地に着手しないと明確にならないものへの対応によるもの。また、自然環境保全対策については、付替道路の環境への影響を最小限にする構造や法面の復旧対策など対策が具体化したものへの対応によるもの。
○基礎岩盤の透水性については岩盤亀裂が影響するが、ボーリングデータでは正確な亀裂のつながりまでは把握できない。そのため、基礎岩盤掘削後の現地試験を踏まえながら、止水性を確保するためのグラウチングを実施することが必要である。また、ダムの品質確保のため、現地の状況を確認した上で、ダムの基礎となる岩盤まで掘削することが必要である。
○地盤は自然の産物であり、不均質なものである。その不均質なものに対して、限られたデータを基に地盤を推測し、現地の対策を行うことが必要である。安威川ダムでの事前の調査は他のダムに比べても十分行っており、今回の変更内容はその対策を行うプロセスの一環であると考えられる。
●前回評価時点では、その時点の調査内容や他ダムの事例を基に経済設計を行い、費用を算定しているが、現地の状況を踏まえ、具体的な対策内容が確定したことから必要な費用を今回計上している。
○安威川ダムの上流域にはオオサンショウウオやアジメドジョウの生息が確認されていると思うが、それらの生物の保全対策はどのように実施しているのか。
●オオサンショウウオは生息域がダムの湛水域より上流であること、アジメドジョウは生息域がダムの湛水域でも確認されているが、現在の工事の影響外であることから、引き続きモニタリングに努めているところ。今後生息域に影響がある工事に着手する際には、それらの生物を上流部に移すなどの対策を行う予定。
○自然環境保全対策の取組みについては、どのように点検や報告を行っているのか。

●「大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会」において、毎年の取組み状況の報告を行い確認いただいている。

○水田跡地に整備したビオトープは今後どのように維持管理していくのか。

●ファンづくり会の参画者などにビオトープの保全など環境再生活動をしていただけるような取組みを進めていく。

○自然環境保全対策に要する45億円の内訳を教えてほしい。

●道路やダム本体等の法面における現地の森林表土を用いた植生回復及び保全（約2億円）、付替道路の環境への影響を最小限にする構造や仮設桟橋の設置（約26億円）、下流の河川環境等も配慮したダム湖での水質保全施設の設置（約10億円）、その他それらに係る測量、調査、設計等（約7億円）である。
○緑化回復では箕面川ダムの事例もあるが、具体的な取組み目標や内容を教えてほしい。
●現地の種による緑化を目指しており、道路やダム本体等の法面に対して、工事着手前に現地の表土を保管し、掘削後の裸地にその表土を吹き付けて緑化を実施している。

○最近はダムの観光放流も話題になっているが、一方で放流による下流での事故も話題となっている。安威川ダムでフラッシュ放流を実施する際に、下流への影響検討や周知方法、安全対策の考え方を教えてほしい。

●管理施設の運用については現在検討段階であるが、地元市や消防等と情報共有を図る体制作りを検討していく。また、放流の際にはサイレンを鳴らすなど安全管理を慎重に実施していく。
○ダムによる防災効果は期待できるが、施設の規模を超える大雨が降るかもしれないことへの理解促進や防災教育についてぜひ取組んでほしい。

○置土による河床低下対策を検討しているが、検討結果では土砂が堆積（河床上昇）する箇所も見受けられるので、河床上昇の悪影響なども勘案して、今後検討すること。

●河床低下だけでなく、堆積土砂による河床上昇の悪影響も勘案して、土砂還元方法を今後検討する。

○下流河道への影響については、モニタリングをしっかりおこない対策を検討すること。（鶴田委員）
○農業用水施設の機能補償について、棚田を埋めることにより、復旧してお返しする農地の面積は減ることになるのか。

●棚田を埋め、圃場整備により水路や農道も整備するため面積は減ることになる。

○補償方法として、機能補償と金銭補償が考えられるが、ここでは金銭補償よりも機能補償の方が今回の増額を踏まえても合理的であるということか。

●地元住民の現地での営農意欲もあり機能補償を行うことが合理的だと判断している。なお、農地をすべて買収した場合の費用も試算し比較しているが、機能補償の方が安価であるということを確認している。

○「安威川ダム建設事業の事業評価」については、府民意見募集を開始し、現地視察を実施した上で次回以降継続審議とする。
●本日の意見で自然環境保全対策に関する質疑が多かったことから、次回審議会では「大阪府河川周辺地域の環境保全等審議会」の養父会長にもご出席いただき、自然環境保全対策の取組みについてご意見をいただきたいがよろしいか。

○了解。
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